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1. 催流産作用は， 7 日日， 8 日目の胎盤形成期及び11 日を中心とする器管発生期に最も強かった。
2. 胎仔は強い全身発育障碍を受け，体重減少が強く，強度のものは 6'""-'7 分のーに及んでいた。体重
減少度は投与量に比例し，同一量では略々流産傾向と一致して，流産を起し易い日に強い減少がみら
れた。
3. ナイトロミン投与で発生した崎形は，減指症 (13'""-'14 日) ，多祉症 (12 日) ，短尾 (13 ， 14, 15 日)
頭蓋欠損，脳水腫 (13 ， 14 , 15 日) ，眼突出 (13 ， 14 , 15 日) ，全身浮腫 (12 ， 13 , 14 , 15, 16 日)
下顎短小 (13 ， 14 日) ，肝ヘルニヤ(15 日) ，】肢方向異常 (13 日) ，皮下出血斑 (12 ， 13, 14 日)であ
った。之等の崎形は，投与量の多いもの程発生率も高く，崎形も高度であった。叉減指症，頭蓋欠損
脳水腫，眼突出の発現には，水腫と出血傾向が大きい要因をなしていると思われた。











e) 胎盤:一般的に繊毛及び繊毛迷路の発達阻害，栄養細胞層特に巨大細胞(Trophoblastic giant cel) 












そこで著者は妊娠ラッテ120匹を用い。妊娠第 7 日目より第17日自に至る各妊娠日に， それぞれ 5'"-'5 
? ?
mg/kg のナイトロミン皮下 1 回注射をなしそのほ鼠より得7こ胎仔492匹について，その流産，胎仔体重，
胎仔外形崎形，胎仔組織像を検索した。
研究結果を要約すれば
1. 催流産作用は，妊娠 7 日日の胎盤形成期及び111--1 日を中心とする器管形成期に最も強かった口
.2. 胎仔は強い全身発育障碍を受け，体重減少が強く，強度のものは対j恨の 6""'7 分のーに及んでいた。
体重減少度は投与量に比例し同一量ではほぼ流産傾向と一致して，流産を起し易い口に強い減少がみ
られた。
3. 発生した崎形は，減指症 (13 ， 14 日)多祉症 (12日)短尾 (13 ， 14 , 15日)頭蓋欠損・悩水腫 (13 ，
14 , 15日)全身浮腫 (12 ， 14 , 15, 16 日)戸ド顎短小(13 ， 14 日) ，肝ヘルニヤ(15 日) ，肢方向呉市
(13 日) , 皮下出血斑(12， 13, 14 日)であった。 これ等の崎形は投与量の多いもの程発生率も高
く，崎形も高度であった。叉減指症，頭蓋欠損，限突出の発現には，水腫と出血傾向が大きい要因を
なしていると思われた。


















g) 甲状腺:障碍は比較的軽度であるが炉胞形成の障i誌が見られた。 この障婦は投与量に比例し， 叉
10 ，.....， 12 日目投与のものに比較的強度であった。
以上の如く，著者はナイトロミンの催崎形効果について，外形上の崎}jラに!とまらず，その組織学的所見
より器管発生に及び，その形成におよぽす作用機序を形態学的立場から可成り明確にし，実験崎形学の分
野に一歩新しき知見を進めたものと考えられ学位論文として適当なものと忠われる D
? ??
